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議案第５４号から７６号の２３議案のうち１６議案に賛成し、１つの
議案と６つの決算認定に反対しました。反対した理由は以下の
通りです。

霊柩車廃止は､
市民サービスの後退！

会期は、８月２５日から９月２７日の３４日間でした。

主な議案

①ふるさと応援基金条例の制定 ②令和4年度一般会計補正予算

③令和4年度特別会計補正予算 ④令和3年度一般会計決算

⑤令和3年度特別会計決算

議案第５８号
令和４年度足利市一般会計補正予算

総額３億７０００万円余、新型コロナウィルス
感染症対策で市庁舎などの電気・ガス・ガソ
リン料金などの不足分に１億９０００万円余、
事業者へのガソリン代などの燃油代の補助
制度は９月から始まったが電気料金の補助
制度はありません。
生活困窮者自立支援金などは、５７００万
円余で対象が２００世帯などと非常に少ない。
マイナンバーカード交付率向上のために
申請受付場所を公民館や幸楽荘に拡大す
るための９９０万円です。今進めるべきことは
生活困窮者などの相談を広げ、すべての生
活困窮者に支援金を広げるべきです。
足利学校参観業務等の業務委託に５００
万円余を計上し、２０２２年１０月１日から、足
利学校の受付業務を足利市観光協会に委
託するものです。足利学校は、国宝（書跡）、
など市民の重要な文化財です。業務委託は
十分な議論が必要ではないか。

令和３年度足利市一般会計決算

歳入は５９９億円余で、市税は、１９０億円
余で前年度比３．２％減で個人・法人ともに
減少しました。歳出は、５６５億円余で、差し
引き残額は３３億９０００万円で、１８億６０００
万円余を繰越し、１５億３０００万円を基金に
繰り入れ。コロ新型コロナ感染症対策の国の
補助金等は、５７億円余。主なものは、住民
税非課税世帯や子育て世帯への給付金。足
利市独自の財源は１億１０００万円余。すべ
ての低所得者に給付金の拡大と増額を国に
求めることと同時に市の最大限の努力が求
められます。新型コロナ感染症の抗原検査、
PCR検査などの予防対策も不十分でした。い
つ、どこでも無料で受けられる体制が必要。
マイナンバーカードの交付事業は、市民に
は、マイナンバー普及率促進のための十分
な議論もしないで、国の方針にただ従う姿勢
には賛成できません。

（仮称）あがた駅北産業団地開発事業特別会計
決算

これまでの3つの西久保田工業団地・イン
タービジネスパーク・あがた駅南産業団地
の中で、市民の雇用状況は、西久保田工
業団地は、４０．７％、あがた駅南産業団地
はまだ全部立地されていませんが３５．８％
と低調です。市民の雇用が目的の一つであ
る産業団地造成は、十分な分析と論議が必
要ではないか。

議案第６３号
足利市斎場条例の改正

仮設斎場とは関係ない霊柩自動車の運行
について新斎場使用開始の時期に廃止を
することは、同意できません。霊柩自動車の
使用については、葬儀の主体である市民の
意見を、直接聞き判断をすべきです。

令和３年度足利市介護保険特別会計決算

介護保険制度は、2000年４月に導入された
が、サービス内容や支給額が制限され、スタ
ート当初から保険あって介護なしと言われて
きました。高齢者世帯の多くが年金収入だけ
では足りずに預貯金を取り崩しながらの生活
を送っている中、国は年金を削減する一方で
医療、介護の保険料の値上げなど、高齢者
を狙い打ちにした社会保障の連続改悪を進
めてきました。
また、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り収入が減少した被保険者等に対する介護
保険料の減免措置を行いました。この23件
の減免措置は、十分な周知が行われたもの
か検証が必要。

令和３年度足利市国民健康保険
特別会計決算

国民健康保険は国民の４人に１人が加入
するという、国民皆保険制度を担う重要な役
割を担っています。しかし、国保税滞納が続
く世帯には正規保険証が取り上げられ、医
療機関窓口で全額支払わなければならない
資格証明書や有効期間が短い短期保険証
が交付されている。国民健康保険財政調整
基金の決算年度末残高は26億5900万円余
あります基金を活用し、国保税の引き下げを
おこなうべきです。

令和３年度足利市後期高齢者医療
特別会計決算

75歳以上の高齢者を対象にした後期高齢
者医療制度は、2008年に導入され、75歳以
上の人口が増えるほど保険料アップにつな
がる仕組みです。病気になりがちな75歳以
上を１つの保険に集めて運営する制度設計
そのものに無理があります。長生きを喜べな
い高齢者につらい制度の廃止を検討するべ
きです。

議案第６８号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７３号

９月２７日に行われた安倍元首相の国葬に抗議
する市内で行われたスタンディングに参加。

生活困窮者、業者支援を！
長生きを喜べない
後期高齢者医療制度廃止の検討へ

国保税の引き下げは可能！

介護保険料の減免措置は
十分な周知で実施されたか検証を

産業団地造成は十分な分析と論議を

コロナ禍対策の徹底と
マイナンバーカードの十分な議論を

2022年9月議会報告非課税世帯等に５万円支給！
2022年10月26日臨時議会

国の価格高騰緊急支援として低所得世帯（非課税世帯
等）に1世帯5万円の給付金を支給決定。
支給対象者
①住民税非課税世帯 約18500世帯
世帯全員が令和4年度住民税均等割非課税世帯に確認
書を送り、口座情報等確認後振り込む
②家計急変世帯 約1500世帯
住民税非課税世帯以外の世帯のうち、令和4年1月以降
収入が減少し、住民税均等割非課税以下の状況にある
と認められる世帯（申請が必要）
①②受付期限2023年1月31日まで
連絡先：緊急支援給付金コールセンター 0570-086-770
足利市同給付金事務室 0284－20－2213（11/24～）



①
被
災
家
屋
の
そ
の
後

２
．
子
ど
も
の
学
び
を

豊
か
に
広
げ
る
た
め
に

①
子
ど
も
の
視
力
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

お
ぜ
き
：
子
ど
も
の
裸
眼
視
力

１
．
０
未
満
の
割
合
は
、
小
学

校
３
７
％
、
中
学
校
６
０
％
、

中
学
校
は
過
去
最
高
を
更
新

（
文
科
省
統
計
調
査
）
当
市
の

小
・中
学
校
の
同
視
力
は
、

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

①
検
査
体
制
の
状
況

３
．
選
挙
に
お
け
る
投
票
率

ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

１
．
令
和
元
年
東
日
本

台
風
の
被
災
後
の
対
応

全
国
と
比
較
し
て
や
や
少
な
い
傾

向
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
同

様
の
傾
向
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
あ

た
り
視
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
：
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
長
時

間
連
続
で
画
面
を
見
つ
め
た
り
、
姿

勢
の
崩
れ
が
無
い
よ
う
に
教
員
が
配

慮
し
た
授
業
を
行
い
、
家
庭
で
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
使
用
時
間
の
ル
ー
ル
つ
く
り
な
ど

を
保
護
者
な
ど
に
啓
発
。

眼
科
の
有
識
者
は
、
低
年
齢
で
近
視

に
な
る
と
大
人
に
な
る
ま
で
に
強
度

の
近
視
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
中

高
年
以
降
、
緑
内
障
や
網
膜
剥
離

な
ど
病
気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
警

告
（文
科
省
・近
視
実
態
調
査
）。
同

有
識
者
は
視
力
を
改
善
す
る
た
め

に
は
学
校
、
家
庭
で
も
野
外
で
過
ご

す
時
間
を
増
や
す
努
力
が
必
要
と

指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
質
し
ま
し
た

が
「
お
お
む
ね
室
内
で
授
業
を
行
わ

ざ
る
を
得
な
い
」と
教
育
長
が
回
答

鳥
井
：
令
和
元
年
東
日
本
台
風

か
ら
３
年
と
な
る
。
市
内
の
家
屋

被
害
は
、
床
上
浸
水
４
６
２
棟
、

床
下
浸
水
５
４
９
棟
。
災
害
救
助

法
に
よ
る
応
急
修
理
制
度
を
利

用
し
家
屋
の
修
理
を
行
っ
た
方

も
い
た
が
、
制
度
の
基
準
に
達
せ

ず
充
分
な
修
理
が
お
こ
な
え
な

か
っ
た
家
屋
も
あ
る
。
浸
水
家
屋

の
現
状
調
査
を
行
い
、
住
居
が

困
難
な
方
た
ち
へ
の
本
市
独
自
の

補
償
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

当
局
：
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
な
い
現
在
、
支
援
を
行
う
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
す
が
、
将
来

的
に
、
同
じ
よ
う
な
災
害
が
起

き
た
際
に
は
、
こ
の
制
度
の
周
知

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る

限
り
の
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い

。

①
投
票
時
間
と
投
票
率

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

②
教
員
の
主
体
性

お
ぜ
き
：
有
識
者
は
、
子
ど
も
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
は
有
効
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
が
思
考
力
や
観
察
力
を
奪

う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
た
上

で
教
師
は
使
う
べ
き
と
指
摘
し
て
い

る
が
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
授
業

の
一
つ
の
道
具
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
使
い
方
を
す
る
か
教
員
が
吟
味

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考

力
を
深
め
た
り
、
観
察
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
有
効
活
用
に
は

5
名
以
上
（
令
和
3
年
は
５
名
、
）

令
和
４
年
１
名
）
の
支
援
員
の
必
要

性
を
求
め
ま
し
た
。

②
朝
倉
樋
管
の
防
災
装
置

鳥
井
：
朝
倉
樋
管
の
水
門
を
閉

め
た
こ
と
に
よ
る
朝
倉
町
・
福
富

町
な
ど
の
浸
水
被
害
を
受
け
て

、
同
樋
管
に
水
門
を
閉
め
る
際

に
点
滅
す
る
ラ
イ
ト
及
び
警
報

ブ
ザ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

地
域
の
方
に
は
ど
の
よ
う
に
伝
え

た
の
か
。

当
局
：
水
門
の
開
閉
操
作
の
情

報
を
地
域
の
皆
様
に
伝
達
す
る

た
め
の
防
災
装
置
と
し
て
、
赤
色

回
転
灯
と
サ
イ
レ
ン
を
設
置
し
ま

し
た
。
毎
年
、
出
水
期
の
前
に
は

、
地
元
自
治
会
の
皆
様
立
ち
合

い
の
も
と
、
水
門
の
操
作
を
委
託

し
て
い
る
業
者
と
と
も
に
、
こ
の

防
災
装
置
が
的
確
に
作
動
す
る

か
ど
う
か
の
確
認
を
行
っ
て
い
る

鳥
井
：
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ー
19
の
第
７

波
は
、
第
６
波
を
大
き
く
上
回

り
、
発
熱
外
来
の
指
定
医
療
機

関
に
電
話
が
通
じ
な
い
、
家
族
が

感
染
し
て
も
検
査
が
受
け
ら
れ

な
い
、
保
育
所
、
学
校
、
事
業
所

等
で
感
染
者
が
出
て
も
症
状
の

な
い
者
へ
の
検
査
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
県
の
検
査
体
制
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、
市
民
の
命
を

守
る
た
め
、
市
独
自
の
検
査
体

制
を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
か

当
局
：
本
市
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
施
設
に
お
け
る
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
施
設
、
児
童
福
祉

施
設
へ
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布

し
、
施
設
で
の
検
査
体
制
を
整

え
て
き
た
。

鳥
井
：
千
葉
県
松
戸
市
で
は
後

遺
症
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
市
民
に
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
周
知
し
、
後
遺
症
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
後
遺
症

が
長
期
化
、
重
症
化
さ
せ
な
い

た
め
に
本
市
で
も
同
様
の
取
り

組
み
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

当
局
：
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
相

談
に
お
い
て
も
、
後
遺
症
の
悩
み

や
不
安
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

の
受
診
を
促
し
、
県
の
相
談
窓

口
の
連
絡
先
を
案
内
す
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
る
。
「
あ
し
か
が

み
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
市
民
に
広
く
周
知
す
る
こ

と
で
、
後
遺
症
の
長
期
化
・
重
症

化
を
防
ぐ
よ
う
取
り
組
む
。

②
後
遺
症
対
策

鳥
井
：
公
職
選
挙
法
で
は
投
票
時

間
を
午
前
７
時~

午
後
８
時
ま
で

と
定
め
て
い
る
が
、
特
別
の
事
情

が
あ
れ
ば
、
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
の
判
断
で
閉
所
時
間
を
４
時

間
ま
で
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能

と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
商
業

施
設
に
期
日
前
投
票
所
を
設
け

、
投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、
午

後
７
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
投

票
率
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
か
。

当
局
：
各
選
挙
の
投
票
率
を
閉
鎖

時
刻
繰
り
上
げ
前
の
投
票
率
と

比
較
す
る
と
、
衆
議
院
選
挙
で
は

若
干
投
票
率
が
下
が
っ
た
が
、
栃

木
県
知
事
選
挙
と
参
議
院
選
挙

で
は
投
票
率
が
上
が
っ
た
。

②
期
日
前
投
票

鳥
井
：
７
月
に
行
わ
れ
た
参
院
選

挙
で
期
日
前
投
票
の
際
、
比
例
と

選
挙
区
の
投
票
用
紙
を
同
時
に

渡
し
、
同
じ
記
載
場
所
で
記
入

す
る
方
式
を
取
っ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
が
栃
木
県
が
無
効
投
票
率
が

高
い
状
況
を
招
い
た
一
因
と
思

う
が
、
県
内
で
本
市
と
同
じ
方
式

を
取
っ
た
自
治
体
は
何
か
所
あ
る

の
か
。

当
局
：
県
内
の
市
町
で
は
、
宇
都

宮
市
の
み
一
部
の
期
日
前
投
票

所
で
本
市
と
同
じ
交
付
方
法
を

行
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
期
日
前

投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
事
務
従

事
者
が
、
各
投
票
用
紙
の
選
挙

種
別
及
び
投
票
用
紙
に
記
載
す

る
内
容
を
選
挙
人
に
説
明
し
、
そ

の
後
に
投
票
用
紙
を
交
付
す
る

な
ど
、
誤
記
載
を
防
ぐ
よ
う
努
め

て
い
る
。

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

①
緊
急
搬
送
困
難
事
案

お
ぜ
き
福
田
知
事
（
８
月
23
日
）

は
、
県
南
地
区
（
２
か
所
目
）に
５

０
床
を
備
え
る
臨
時
医
療
施
設

を
開
設
す
る
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
れ
で
県
全
体
で
病
床
数

は
合
わ
せ
て
６
４
９
床
と
な
っ
た
。

令
和
４
年
３
月
28
日
時
点
６
４
９

床
、
同
年
４
月
１
日
６
１
８
床
と

な
り
、
３
１
床
を
減
ら
し
、
病
床

数
を
も
と
に
戻
し
た
の
で
は
な
い

か
。

当
局
：
病
床
数
に
つ
い
て
は
県
の

計
画
に
基
づ
い
て
、
そ
の
時
々
の

感
染
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。

②
医
療
体
制
の
確
保

お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

お
ぜ
き
：新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
第
７
波
で
死
者
が
過

去
最
多
を
更
新
。
救
急
搬
送
困

難
事
例
も
過
去
最
多
。
救
急
搬

送
困
難
事
例
の
当
市
の
状
況
は

ど
う
か
。

当
局
：
救
急
搬
送
事
案
（
病

院
要
請
4
回
以
上
、
待
機
30
分

以
上
）が
65
件
発
生
し
、
う
ち
中

等
症
以
上
が
28
件
及
び
重
傷
者

1
件
は
入
院
。
医
療
機
関
の
受

け
入
れ
対
応
で
き
な
か
っ
た
事

案
も
若
干
あ
っ
た
。

お
ぜ
き
：
市
内
の
あ
る
高
齢

者
施
設
で
入
所
者
が
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
、
救
急
要
請
し
、
搬

送
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
や
む

な
く
施
設
で
対
応
、
1
週
間

足
ら
ず
で
死
亡
（
８
月
中
旬
）

必
要
な
人
が
、
入
院
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
と
る
努
力
が

必
要
。
自
治
体
と
し
て
精
一

杯
の
努
力
を
し
て
い
く
姿
勢

が
大
事
で
は
な
い
か
。

当
局
：
医
療
、
と
く
に
病
床

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
責

務
で
行
わ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
県
に
粘
り
強
く
、
状
況
に

応
じ
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
こ
の
度
、
県
南
に

２
ヶ
所
目
の
臨
時
医
療
施
設

が
で
き
た
。

入院医療提供体制
（２０２２年１０月２４現在）
＊稼動病床数 ６１１床（６８０床）

・入院受け入れ医療機関
確保病床数 ３２施設 ５７８床
・臨時医療施設
確保病床数 ３施設 １０２床
県央臨時医療施設 ３３床稼動
県南臨時医療施設 ６９床休止

治
療
が
で
き
る

病
床
数
の
確
保
を
！

学
校
、
家
庭
も

野
外
で
視
力
改
善
を
！

５
人
以
上
のI

C
T

支
援
員
増
を


